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「宇宙の果ての向こう」 

15:00-16:00 

宇宙の起源を探るためには遠くを見ます。光

の速さはとても速いですがそれでも有限なので、

遠くを見ると宇宙の過去の姿を見ることができ

るからです。ところが、宇宙をますます遠くへ

見ていくと、あるところで壁にぶつかります。

いわば「宇宙の果て」です。どんなに大きな望

遠鏡を作ってもそれ以上遠くを見ることはでき

ません。どうしてそのような「果て」があるの

か、そしてどのようにして「果ての向こう」、そ

して宇宙の起源であるビッグバンに近づくこと

ができるのでしょうか。そもそもビッグバンと

は何だったのでしょうか。ブラックホール、ホ

ーキング、ひも理論も交えつつ、現代宇宙論の

話題をご紹介します。 
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「神岡の地下から探る宇宙」 

16:20-17:20 

神岡の地下では太陽ニュートリノや宇宙線が

大気中で作るニュートリノを観測しています。

神岡での研究によってニュートリノが重さを持

つことがわかってきましたが、ニュートリノの

詳細な研究は宇宙や素粒子の謎を探る格好の手

段だと考えられています。また、宇宙の暗黒物

質の正体は「物質と弱く相互作用する重い粒子」

（WIMP）」ではないかと考えられていますが、そ

れを探索する実験も神岡で準備されています。

神岡の地下で行われている最新の宇宙・素粒子

研究について講演します。 

別 紙 


